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ダブル（大阪府知事・大阪市長）選挙結果について 

２０１５年１１月２３日 

明るい民主大阪府政をつくる会 

事務局長 前 田 博 史 

大阪市をよくする会 

事務局長 福 井  朗 

 

２２日に投開票が行われた大阪府知事・大阪市長選挙は、「おおさか維新」候補にたいして、

「反維新」の一点で共同し、「明るい民主大阪府政をつくる会」「大阪市をよくする会」が全力

をあげて支援した、くりはら貴子知事候補、柳本あきら市長候補のいずれもが敗北するという厳

しく残念な結果になりました。 

 両候補に支持を寄せていただいた有権者のみなさんに心から感謝します。同時に、「反維新」

の「オール大阪」の共同をきずこうというよびかけに共鳴し、奮闘されたすべての市民、団体、

政党のみなさんに心より敬意を表します。 

 

今回のダブル選挙は、５月の大阪市における「住民投票」で「大阪都」に「ノー」の審判が下

され、橋下氏が「政界引退」を表明するもとで、この４年間の「維新政治」の是非と、これから

の大阪の進路が問われました。 

 橋下市長と「維新の会」による大阪市つぶし・くらし壊しの「大阪都」構想や「なんでも民営

化」のゴリ押し、「ウソ」と「金権」「独裁」を持ちこむ民主主義破壊という「異質の危険」を

もつ「維新政治」に終止符を打とうと、「オール大阪」の共同の輪が広がりました。この、大阪

におけるくらしと民主主義の危機を打開するために大同団結するという府民的大義は、日を追う

ごとに明瞭になりました。 

 一方で、これを全府民的に映し出すことにまでには至りませんでした。というのも、全府的に

見れば、こうした経験は初めてのことであり、とまどいや躊躇も少なくありませんでした。 

そのようなもとで、橋下・維新陣営は、まともな政策論争を避け、もっぱら「自民党、民主党、

共産党の野合」「過去に戻すな」キャンペーンに終始しました。また橋下氏が「政界引退」する

ことを前面にだして候補者以上に露出する一方で、「ミサイル的破壊で壊してはいけないものま

で壊したが、あとはこの二人が修復してくれる」と、自らのへの責任追及をそらす戦術を取り続

けました。 

 

 選挙結果は、大阪の深刻なゆきづまり打開を願い、なお「維新」と「大阪都」構想に幻想を抱

く府民が残されていることを示しています。橋下氏による「過去にもどすか、前に進めるか」な

どという「虚構の対決構図」と「野合」批判、「身を切る改革」という名の詐欺的手法は、これ

らに乗じたものでした。 

 しかし、府民生活の実態や思いと相容れることのない「維新政治」は、府民・大阪市民生活と

の矛盾を今後さらに大きくならざるをえません。今後、橋下氏が「政界引退」したあとの松井・

吉村体制に対する府民的監視の目は一段と厳しくなり、嘘とペテンで乗り切れるほど甘くはなく、

議会内外で大きな障害が待ち受けるでしょう。国政への対応についても、「おおさか維新」の前

途は、厳しさを増すことは間違いありません。 

 「明るい会」「よくする会」は引き続き、①維新政治」の危険性を府民的・市民的に暴露する

とともに、②大阪の政治を変える真の方向を指し示し、③今回きずかれた「オール大阪」の共同

を、さらに大きく広げるために力をつくします。 

そして、４年後の選挙戦を待たずして、「維新政治打破」、政治転換をなしとげるために全力
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をあげて奮闘することを決意するものです。 


